
　調査は2010年、全国1211校の大
学、短大、高等専門学校に協力を依頼
し、1136校から回答を得た。
　最初に、高等教育機関では学生に対
してどのような支援が行われているの
か、概況を把握したい。図表1は、回
答を基に、同機構が分類した各支援を
行っている組織が学内にいくつあるか
まとめ、全大学分を集計したものだ。

突出して多いのが「学生相談」で、以
下、修学支援（成績・履修登録時の教
務関係）、学習支援（補習・学習相談
関係）と続く。
　1つの組織が担当する支援平均数は
4.35。特に「生活支援」「障害学生支
援」「課外活動支援」「経済的支援」
は、同じ組織によって行われる傾向が
見られた。
　以下、断りがない限り4年制大学に
ついてのデータを紹介する。この図表
1に挙げた学生支援のすべてをカバー

している大学は 483校（66.4％）。
2008年度調査の181校（29.8％）から
大幅に増加している。

　次に、図表1の上位3項目の学生相
談、修学支援、学習支援について、そ
れぞれの取り組み状況を見ていく。
　組織の数が最も多い学生相談は、大
学、短大共に、2007年度から2010
年度までの調査で毎年件数が増加し
ている。増加している相談内容につい
て尋ねたのが図表2だ。1位の「対人
関係 （家族、友人、知人、異性関係）」
は、2005年度、2008年度の調査でも
1位だった。過去 2回の調査で 2位
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学生支援の取り組みと
今後に向けた大学の課題
「現状確認①」で見られる学生の不安や悩みに対応するため、大学は
どのような支援策を講じているのだろうか。（独）日本学生支援機構が
2010年に実施した「大学、短期大学、高等専門学校における学生支
援取組状況に関する調査（2010年度）」から、取り組み内容と今後の
課題を俯瞰する。

対人関係（家族、友人、知人、異性関係）

発達障害（アスペルガー障害、
注意欠陥多動性障害、学習障害等）

進路・就職

修学上の問題
精神障害

（神経症、躁鬱病、統合失調症等）
経済的問題

心理・性格
（アイデンティティ、セルフコントロール等）

セクハラ、パワハラ、アカハラ、人権侵害

身体障害

悪徳商法、法律相談

図表2 増えている相談内容

※相談が「増えている」と回答した大学の割合

図表1 学生支援を担当する組織の支援内容

※実施組織の総数（「1校に複数組織」のケースもある）

学生相談

修学支援

学習支援

生活支援

障害学生支援

キャリア教育

就職支援

課外活動支援

留学生支援

経済的支援

その他

2,619

1,857

1,757

1,676

1,657

1,515

1,490

1,488

1,486

1,460

   258

支援内容 延べ数

複雑な相談に対応する
体制整備が課題

網羅的に支援する大学が
大幅に増加
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だった「精神障害（神経症、躁鬱病、
統合失調症等）」は今回 5位で、「進
路・就職」が2位になった。
　実施組織としては、「クラス担任、
指導教員等の教員」が 84.7％と最も
多かった。以下は「学生部や学務課等
の事務組織」（84.0％）、「学生の相談
に対応する独自の組織（学生相談室
等）」（82.5％）、「保健管理センターや
保健室など」（80.3％）となっている。
また、大学の87.9％がカウンセラー
を配置。国、公、私立大学間での差は
小さいが、短大は76.4％と配置して
いる割合が低い。大学の46.3％が常
勤カウンセラーを配置していることは
注目すべきである。
　学外機関と連携して学生相談を実施
している大学は45.5％で、前回調査
より増加した。連携先としては「メン
タルクリニック」「弁護士」「近隣の警
察署」「消費者センター」「発達障害者
支援センター」などが挙がった。
　今後の学生相談に関する課題として
は、91.9％の大学が「悩みを抱えてい
ながら相談に来ない学生への対応」を
挙げた（図表3）。相談件数が増える中
でも、相談が必要な学生がまだ潜在し
ていると多くの大学が考えていること
がうかがえる。また、7割以上の大学
が課題として挙げているのは、「複雑
かつ多様な相談内容への対応」「精神
的危機の状況にある学生への対応」
「相談員や教職員に対する研修」「学
生相談の体制・環境整備」など。相談
内容の複雑化に伴い、これに対応する
ための体制整備やスキルの向上が課題
となっているようだ。

　次に、修学支援に関する結果を見
る。支援の一環として実施している内

容の実施率を示したのが図表4であ
る。大学全体の状況は図表のとおりだ
が、設置者別に見ると実施率が大きく
異なっている。
　「保護者に対する成績通知」は、国
立大学69.0％、公立大学48.1％、私
立大学 90.1％。私立大学は「修学支
援を目的とした、保護者に対する説明
会や相談会等の実施」も 67.3％と高
く（国立38.1％、公立19.5％）、保護
者への対応を含めた修学支援に力を入
れている。
　一方、「オンライン履修登録、成績

確認システムの導入」は、国立大学
89.3％、公立大学 55.8％、私立大学
59.5％と、国立大学で進んでいる。
「（学生が作成する）ポートフォリオの
導入」も、国立大学は 35.7％と高く
（公立 9.1％、私立 14.3％）、学生自
らの取り組みを前提とする支援に力を
入れる傾向がある。公立大学は全体的
に取り組みの度合いが低かった。
　図表5は、学習支援の内容別実施率
だ。設置者別に見ると、私立大学は
「入学前教育の実施」が59.7％と高く
（国立39.3％、公立29.9％）、国立大
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入学前教育の私立に対し
国立は入学後に対応

学は「上級生・大学院生による学習サ
ポーターの設置」が50.0％と高い（公
立26.0％、私立25.1％）。入学前の学
習支援を重視する私立大学、入学後に
対応する国立大学、という対比が浮か
び上がる。公立大学は修学支援同様、
全体的に低い実施率だった。

　最後に、ピア・サポート等、学生同
士が支援し合う制度の状況に触れてお
く。実施している大学は35.6％（国立
57.1％、公立 28.6％、私立 33.4％）。
2005年度 の 12.9 ％、2008年度 の
21.3％から年々増加している。未実
施校のうち 46.9％は、今後「実施し
たい」と回答している。
　大学、短大、高等専門学校における
ピア・サポートの支援内容は、主に
「学生生活上の支援」（50.2％）、「学習
サポート」（48.1％）、「学習コミュニ
ティー」（34.6％）、「履修相談」（32.5％）
などである。この結果には、各実施機
関の問題意識が反映されていると言え
るだろう。また、実施結果について
は、「学生の能動的態度やコミュニ
ケーション能力が高まった」（86.5％）、
「自律的な学生が増えた」（71.0％）、
「就職にも良い効果が期待できそう
だ」（69.9％）と、多くの大学が学生
の成長を実感している。
　ただし、比較的新しい支援であるが

ゆえに課題もあるようだ。図表6を見
ると、参加学生の確保、担当教職員の
負担、財源を含めた支援体制の整備、
教育への位置付けの曖昧さなどに悩み

を抱えている学校が多いことがわか
る。今後は、メリット、デメリットの
バランスに配慮し、より効果的な制度
のあり方を考えていくべきだろう。

学生の確保・体制整備が
ピア・サポートの課題

「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援取組状況に関する調査（平成２２年度）」の概要
■調査主体：（独）日本学生支援機構
■調査方法：日本学生支援機構ホームページ上に回答票を掲載し、電子メールで回答を受け付け
■調査時期：2010年9月1日現在
■調査対象：全国の大学、短期大学および高等専門学校計1211校
■有効回答数：1136校（回答率93.8%）。国立大学84校、公立大学77校、私立大学566校、短期大学356校、高等専門学校53校
■分析出典：『学生支援の現代的展開－平成２２年度学生支援取組状況調査より－』
　（大学等における学生支援取組状況調査研究プロジェクトチーム、日本学生支援機構、2011年3月発行）
※図表2～6は集計結果を編集部が加工

調 査 概 要

図表3 学生相談に関する今後の課題
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※学生相談に関する今後の課題として、各項目の必要性の高さについて尋ね、「そう思う」と回答した大学の割合

※実施している大学の割合

図表4 修学支援の一環として実施している取り組み

図表5 学習を支援するための取り組み

※実施している大学の割合

図表6 ピア・サポートが抱える課題・問題点

※「強くそう思う」「ある程度そう思う」と回答した大学の割合

悩みを抱えていながら
相談に来ない学生への対応

相談員や教職員に対する研修

複雑かつ多様な相談内容への対応

精神的危機の状況にある学生への対応

学生相談の体制・環境整備

相談員と教職員との連携・協働

他大学等の先進的取り組み等の情報収集

学生相談対応のためのマニュアル作成

学外の専門機関
（医療機関・学生相談機関等）との連携

相談員の専門性の向上

学内の他の学生支援部門との連携

相談員の増員

相談員の待遇の改善

外国の大学等における取り組みの情報収集
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成績や出席状況に問題がある学生への
特別の指導

担任やアドバイザーからの
（学生に対する）定期的な連絡や確認

保護者に対する成績通知

オンライン履修登録、成績確認システムの導入

修学支援を目的とした、
保護者に対する説明会や相談会等の実施
（学生が作成する）ポートフォリオの導入

その他
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　　　　　　　　　　　　　　　 83.2

　　　　　　　　　　　　 69.3

　　　　　　　　　　  62.6

　　　　　　　　　　58.9

16.2

　  5.9

　　　　　　　　　　　　　71.0

　　　　　　　　　　  60.9

　　　　　　　　　　  59.7

　　　　 33.4

　　　　32.3

　　　 28.1

　　　27.4

14.9

14.0

2.3

　　4.8

成績優秀者に対する表彰（学長賞など）

高校段階の知識を学ぶための補習講座の開設
学習相談窓口の設置（何でも相談や

教務系の事務窓口以外）
上級生・大学院生による学習サポーターの設置

（学生が作成する）ポートフォリオの導入

学習支援担当の教員を採用

学習スキル（レポートの書き方など)のための
授業や課外の講座を開設

入学前教育の実施

学習支援センター等における個別指導

優秀な成績や良好な出席に対する
ポイント制度の導入（いわゆる学習マイレージ）

その他（記入）

参加が一部の学生にとどまり、広がらない

実施・支援体制が弱い

自校の教育全体の中での位置づけが
はっきりしない

期待していたほどの効果が現れてこない

教員の理解や協力が得られない

学生間の関係がうまくいかない

正課の学業がおろそかになりがちである

担当の教職員の負担が重い

財政支援が不十分である

トラブルや事故が心配である
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